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全ての情報はスタートページから
よく使う設計データは

使用履歴から
『ピン留機能』で簡単選択！
もちろん『ピン留解除』も可能

Quadcept起動時のスタートページがV10から大きく変わります。

01
学ぶ
・Quadceptのサンプルデータを準備しています。
・Quadceptを習得するためのポイント機能を紹介

02
プロジェクト新規作成
・設計を始める場合は、『プロジェクトの新規作成』を
選択してください。新しいプロジェクトが開きます。

03
プロジェクトを開く
・これまで保存したプロジェクトデータを開きます。
・ファイルを開いた履歴を表示し、次回からのファイル
選択が簡単になります。ピン留機能でより便利に！

サポートフォーラム、
オンラインマニュアル、
操作動画へのサイトは

こちらから

Info/
News

最新情報/リリースノート
設計データを開く、Sampleデータ

便利機能など情報満載
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Quadceptが提供するモノづくりクラウドサービスの総称：『QuadceptForce』

CAD画面からQuadceptが提供するクラウドサービスと連携し、より便利に！

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 

メールでのサポート
依頼はこちらから
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データ量軽減／プロジェクトデータを受け渡しやすい構造に！

01
V9までのファイル構成は！？
・QDBにすべてのデータが格納されており、データ容量
軽減が課題でした。また、設計、LIBデータの受け渡し
はQCOM入出力が必須で、受け渡しに不便がありました。

02

V10からプロジェクトデータは分離されます。
・QDBのデータ負荷軽減、アクセススピード向上
・プロジェクトデータ管理を容易にしました。
・プロジェクトファイル受け渡しが容易になります。
・プロジェクトファイルのダブルクリックで一発起動
・クラウドストレージサービスとの親和性向上

V9までのQDBの構造

部品ライブラリデータ
シンボル/フットプリント

プロジェクトファイル
はQDBから分離されます

図面枠、部品データ
シンボル、フットプリントは
従来の『default.qdb』で管理

V10からプロジェクトデータは
『ファイル』としてQDBから分離

プロジェクトデータ
回路/PCB

図面枠/ピン情報/その他

プロジェクト
データ
回路/PCB

変更されます！

分離

部品ライブラリデータ
シンボル/フットプリント

図面枠/ピン情報/その他
新しい拡張子『.qproj』
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【プロジェクトウィンドウ】V10_ファイル化で、『複写・別名保存』『変更』『ショートカット』に対応

ショートカット【F2】

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-6

プロジェクトファイル名と連動 設計・製造仕様など関連ファイルを登録

プロジェクト名変更可能プロジェクト内の設計データ複写・別名保存が可能

ファイル化に伴い、容易に設計データを複写が可能

・設計・製造仕様書
・設計時に使用している
部品データシートリンク先

ショートカットを作成可能

04

https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-6


ライブラリキャッシュ：プロジェクト毎の部品データの保持が可能

01

プロジェクト毎の部品のライブラリキャッシュを保持
プロジェクトファイルでは、図面内に配置されている部品、
シンボル、フットプリントを キャッシュとして保持し、
プロジェクト毎の部品ライブラリ(ライブラリキャッシュ)
が構築されるようになります。

・プロジェクト内の部品の堅牢性が向上
・キャッシュからの部品配置が可能
・キャッシュ機能のON/OFFが可能

部品更新
ミス防止

柔軟な
情報更新
が可能

受渡時の
部品更新
ミス防止

02
協力会社、他部署との設計データ受渡時の部品更新不備解消
設計データ（プロジェクト）の受け渡し後の、部品修正が
発生した場合、キャッシュ内の部品を修正・更新が可能、
社内共有部品に影響を与えません。更新ミスを防止します。

03

部品DBとライブラリキャッシュよる部品更新・交換可能
プロジェクト内の部品キャッシュと共有DB、ローカルDBなど
それぞれで更新が可能になります。

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 
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master-dbの追加に伴い、『部品抽出』機能を拡張

01
抽出元と抽出先を決めます。
master-dbの追加に伴い、オブジェクトの抽出先/抽出元として
master-dbが選択可能となりました。
抽出時は部品IDを認識しています。

図面内で部品が編集されてる場合もあり、図面または元データ
からの抽出元を選択することも可能です。

02
部品管理用DB「master-db」にあるオブジェクトは除外
オブジェクト抽出の際、抽出対象のオブジェクトが既に
master-DBに存在している場合は、抽出の対象外とすることが
可能です。

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-299
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部品ライブラリ共有用のDB、『master-db』をサポートしました

01

『local-db』 ※1
個人が自由にライブラリの追加/削除、編集を行える
作業用の部品データベースです。これまでのqdb同様の
操作、運用を行っていただけます。
（※1）ローカルという名称になりますが、従来通り共有
サーバーに登録し、複数ユーザーで部品共有も可能です

02

『master-db』
管理者のみがライブラリの追加/削除、編集を行える
「Read Only」のデータベースです。共有サーバーなどに
配置し、管理された共有ライブラリとしてご使用可能。
管理者以外のユーザーはライブラリの参照、配置のみが
行えます。

03
『Share』
従来通り、Quadceptが提供している部品を無償提供。
回路シンボル＋フットプリント部品をあいまい検索が可能。
オムロン社、トーキン社、KEMET社、村田製作所社様に
ご協力いただき、Quadcept『新部品』を追加しました。

Read Only
二重登録
防止

アクセス
スピード

UP

部品管理
柔軟性UP

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 

３つのカテゴリで部品管理/選択

https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-26
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プロジェクト・部品データの『ロック』機能（排他機能）

プロジェクト、部品、シンボル、フットプリントなど
オブジェクトの編集中ロック機能に対応しました。

01
プロジェクトロック機能

02
部品編集ロック機能
QDB内に保存されている部品、シンボル、フットプリントが
編集されている場合は、別のアクセス者は編集不可となりま
す。配置については、編集部品含め全ての部品を配置するこ
とが可能です。

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 

A.qpoj

A.Lock
（情報）編集中 別アクセス者

他者が編集中はファイルを開くことができません。
以下、エラーが表示され、アクセス不可となります。

Lockファイルについて
編集中は自動で.lockファイルが生成されます。
このlockファイルは編集日時、編集者などの情報が格納
されており、編集時の情報ファイルになります。

編集中 別アクセス者

プロジェクトファイルを編集時はロック

編集されている部品だけをロック

QDB

編集不可

編集不可

配置可能
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700万点の回路、フットプリントの部品データが使い放題！

※利用される部品データの形状・属性など確認の上、ご利用ください。
※3Dモデル入力は、別途対応予定となります。

01
検索機能とプレヴュー
メーカー名、型番検索から部品を絞込むことができます。
検索後は、回路シンボル、フットプリント、3Dモデルが
表示され、視覚的にもわかりやすく部品ライブラリを選択
できます。

02
Quadceptとシームレスに連携、そのまま配置可能！
Ultra Librarianで検索された部品はローカルにダウンロード
又は、直接回路図に配置できる二つのモードがあります。
Quadcept内の部品を配置しているかのように簡単に配置が
可能です。

ログイン

検索＆検索結果

Quadceptへ部品LIB配置

部品をDownload 回路図へ直接配置 3D_STEP Download

Previewで確認可能

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 
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プロジェクトの逆探索機能(Quadcept ProjectFinder)を追加

01

02

EOL、在庫薄部品を簡単検索！
使用してるプロジェクトデータを検索可能！

EOL、在庫薄部品を使用しているプロジェクトを検索
部品名（シンボル名、部品名、フットプリント名）による、
キーワードにより、使用プロジェクト検索が可能。『EOL』
や『在庫薄』、変更したい部品を使用してるプロジェクト
データを検索できます。☑サブフォルダを含めて検索も可能。

Quadcept.ProjectFinder.exeを起動
C:¥quadcept¥Quadcept.ProjectFinder.exeを
ダブルクリックで起動します。

03
検索されたProject一覧はCSV出力可能
複数検索されたProjectファイル一覧をCSV出力することが
できます。

プロジェクト名
保存先パス
作成/更新日時

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 

10

https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-33

https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-33


Quadcept Maintenanceを拡張しました。QDB内のクリーンアップ機能/QDBからファイル一括出力

01

02

Quadcept.Maintenance.exeを起動
C:¥quadcept¥Quadcept.Maintenance.exeをダブルクリックで
起動します。Quadcept Maintenance内の『データ管理』のタブ
を選択します。

03
QDBに保存されているプロジェクトデータを一括出力 ※
V10からプロジェクトはファイル化（.qproj)されます。
V9のQDBからプロジェクト一括ファイル出力が可能です。
出力されたプロジェクトの拡張子はqprojとなります。

【QDB】データベースクリーンアップで容量確保 ※
QDB内に保管されている一時ファイルを削除し空き容量を確保
します。『クリーンアップ』を選択してください。
自動バックアップファイルなど一時ファイルを削除します。

※ 実行するにはログインが必要になります。

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. https://www.quadcept.com/ja/manual/Quadcept%20Maintenance/post-325
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オブジェクトウィンドウでの属性項目の並べ替えや表示設定保存・出力に対応

01
オブジェクトウィンドウ【属性一覧】機能の改善と拡張
【設定】での属性表示を保存できるように改善いたしました。
また、並び替えにおいても保持できるように改善しました。

表示項目・移動・位置を保持
02

オブジェクトウィンドウ【属性一覧】をCSV/Text出力
オブジェクト属性項目一覧をCSV出力できるようにしました。

属性表示項目をCSV出力

https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-9
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部品ダイアログ内の属性表示項目の並べ替えや表示設定保存に対応

01

部品ダイアログ内の【属性一覧】表示項目、位置変更/保持
登録されている部品属性表示の項目を保存できるように
改善いたしました。また、並び替えにおいても保持できるよう
に改善しました。

02
部品ダイアログ内の【属性一覧】をCSV/Text出力
表示している属性項目一覧をCSV出力できるようにしました。

表示項目・変更可能、位置を保持

属性表示項目をCSV出力

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-53
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回路図部品へ『非実装』マークの表示機能を追加

01

『非実装部品に指定』（回路→PCB→部品表連携します）
部品作成時、配置後の部品属性ダイアログから指定すること
ができます。指定された部品は、PCB側にも情報を共有し、
部品表に『非実装』項目として出力されます。

回路部品属性

PCB部品

02
『非実装』マーク表示色は変更できます。
メニューから【設定】→【設定】→【色】設定の下部にある
『非表示マーク』の色設定で変更可能です。

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 
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03
『非実装』マークの表示/非表示が切り替え可能
『非実装』マークは【表示】→【非実装部品マーク】から
表示/非表示を切り替えることが可能です。

非実装部品が回路図上で視覚的に確認可能に！

https://www.quadcept.com/ja/manual/schematic/post-1009

https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-1377
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他社CADからのバックアノテーション 『ファイル入力によるReference・ピン・属性スワップ対応』

01
他社PCBCADから『Ref、ピンスワップ更新』を可能にしました。
他社から出力された新旧変更履歴を読み込むことで、
Quadcept回路図へ変更履歴の反映を可能としました。

02

CSVを読込むことで、回路図に変更を自動反映します。
【プロジェクト】→【ファイルバックアノテーション】を
選択し、ダイアログから予め用意していた変更ファイルを
指定します。※書式は『old』と『new』で分類だけになります。

他社
PCB_CAD

・Ref番号
・ピンスワップ
・ピン＆名称

Ref番号変更情報 ピンスワップ情報

Ref更新

ピン更新

ピン属性含めない

※「サンプルファイル」からは
インポート可能な書式の確認が可能です。

CSV

『☑ピン属性を入れ替える』
チェックを入力することで
ピン番号だけでなく、ピン名称や
電気特性等、ピンの属性も含めて
入れ替えることができます。

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. https://www.quadcept.com/ja/manual/schematic/post-1381
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多彩なオフセット機能により、作図の生成機能を追加

ラインオフセット 配線オフセット ベタオフセット

塗り図オフセット デザインルール領域オフセット

禁止領域オフセット

配線オフセットコピー

禁止領域オフセット作成

取付穴

基準となるオブジェクトを選択し、
6つのオフセット機能により作図機能を拡張。

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 

基準位置を中心に
し、禁止領域作成

ラインオフセットコピー

16
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01

VIA貫通層の層数の表示/非表示
が可能になりました。
非貫通VIAの接続層を表示の
ON/OFFが可能になります。

02

非貫通VIAを重ねると『連結』、右クリックから『VIA分離』
・VIA連結 ＝ 同一グリッドにVIAを重ねて配置
・VIA分離 ＝ 右クリックメニューから『ビア分離』を選択

2:4

1:4

L2とL4接続 L1とL4接続

2:4 1:2

連結 分離

03

関連するDRC設定について
VIAの連結/分離を行うには、以下のDRC項目をONにして下さい。
・VIAスタックを許可するに☑してください。

・DRC対象→スタックビアの配置ずれの確認ができます。

分離時は配線自動生成

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 

ビルドアップ基板設計時の非貫通VIA連結／分離／層数表示が可能17
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ライブラリキャッシュ・master-dbの追加に伴い、「ネット入力」の機能を拡張

01

ネットリスト入力時に、部品又はフットプリントの参照先を
指定できるようになりました。

① 『すべての部品を対象とする』
local/master-dbの全ての部品、フットプリントを対象として
読込みます。

② local-dbのディレクトリを指定する
local-db内の部品、フットプリントを対象として読込みます。

③ master-dbのディレクトリを指定する
master-dbの部品、フットプリントを対象として読込みます。

④ ライブラリキャッシュを優先して参照する
読込の優先を上記①-③よりもキャッシュを優先する場合に
使用します。

⑤ ネットリスト内のValueを反映する。
Value属性を部品属性に反映することが可能です。

②

③

①

④

⑤

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. https://www.quadcept.com/ja/manual/pcb/pcb-1
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属性文字(Referenceなど)の複数配置（個別、一括追加）が可能

01
部品情報から属性文字を複数追加できるようになりました。
選択部品から層、又は全体に対し、一括で属性文字を追加する
ことができます。入力層や文字サイズなど詳細設定で、作業
時間の短縮が可能になります。

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 
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02
Referenceの配置数/配置層がMRCでチェック可能となりました。
Referenceの複数配置が可能となったことに伴い、Referenceの
配置数/配置層がMRCでチェック可能となりました。
これにより、Referenceが意図しない数、意図しない層に
配置されてしまうことを防ぐことが可能です。

https://www.quadcept.com/ja/manual/pcb/post-1359

https://www.quadcept.com/ja/manual/pcb/post-1359


NC出力時の長穴生成方法を複数追加

01
長孔作成時のNCデータ生成方法を追加しました。
NCデータ出力時の長孔生成方法を選択できます。
V10では『連続』での配置により、長孔であることをわかり
やすく出力できるようにしました。連続の場合、穴ピッチを
指定できます。

『中心』 ：中心に1点配置

『両端』 ：2点配置

『中心＋両端』：3点配置

『連続』 ：穴ピッチ指定の連続配置※

※初期設定は『連続』のピッチ0.10mm

02
NCデータ出力時には確認用ダイアログを表示します。
基板製造会社によっては長孔指定を孔図記載が必要であったり
『中心』に1点配置だけの場合など様々です。手戻りが発生し
ない様、出力時に以下のダイアログを表示するようにしました。

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. https://www.quadcept.com/ja/manual/pcb/nc

20

https://www.quadcept.com/ja/manual/pcb/nc


ディレクトリ(フォルダ)ツリーを一括で展開・折り畳む、オブジェクトウィンドウ拡張

一括でディレクトリツリーを
展開・折り畳みが可能になりました。

配線：線幅、線長確認可能 パッド/VIA座標、角度確認

Copyright © Quadcept, Inc. All Rights Reserved. 
https://www.quadcept.com/ja/manual/common/post-53
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QDB内のフォルダーを一括で展開・折り畳むことができます パッド、VIA角度/座標、ネット毎の配線長、配線幅など確認できます

右ボタンポップアップメニューで『すべて折りたたみ』を選択 拡張されたオブジェクトウィンドウ
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ドリルの「塗りスタイル」の変更に対応／GRID初期値設定 機能復活
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V9.2で仕様変更により、削除しておりましたGrid数値の初期設定を復活

拡張されたGRID設定は維持し、初期設定項目のみ復活しました

ドリルの『塗スタイル』を選択できるようになりました

ドリルが透過され、背面情報も見やすくなりました

単位／数値を初期保存できるように
しました
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